








1 研究目的 

1971 年 gregory らによって R.D.Sの治療に C.P.A.Pが使用され,さらにKaffwinkelらによ

って Nasa1-C.P.A.P.が考案され,その安全性,有効性,管理と装着の容易性などから数多く

の施設で利用されている。 

しかしながら,Nasa1-C.P.A.P.治療症例の肺機能を経時的に観察した成績はまだ少ない。 

そこで Nasal C.P.A.P.治療症例をスパイロメトリーを用いて,呼吸数,一回換気量を測定す

るとともに,動脈血中 pH,PaC02,Pa02 を測定し,Nasa1-C.P.A.P、の効果を検討した。 


